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平成 2８年 4 月 5 日 

広島市長 様 

 
                   法 人 名  (有)サカコーポレーション    

                   代表者名      坂 聡一郎       

以下のとおり報告します。 

運営推進会議の開催状況について（報告） 

事業所名 グループホーム ガーデンの家 

所在地  広島市安佐南区緑井七丁目 5-11 

担当者名・連絡先 三宅 喜秀 TEL 082-962-6541 

従業者 従業者総数 19人（内訳：常勤 14人、非常勤5人）（H2８年 4月 1 日現在） 

 うち夜勤の従業者2人 1日当たり事業所全体の勤務従業者数 8人 

運営推進会議の開催日  H2８年 4月2日 （平成 28年度 第 1回） 

運営推進会議の出席者 所属（団体等）名 職名 氏名 

 利用者 ガーデンの家 なんてんユニット ― 本田 ミツ子 

小規模多機能センター緑井 ― 杉田 幸子 

利用者の家族 小規模多機能センター緑井・ガーデンの家 ― 村尾 奈穂美 

地域住民の代表者 梅林学区社会福祉協議会 会長 菅原 辰幸 

佐東北民生委員 会長 富永 厚生 

― ―  

― ―  

地域包括支援センターの職員 城山北・城南 
地域包括 

支援センター ― 月森 慎吾 

知見を有する者等 ― ―  

事業所 緑井ガーデンハウス 

グループホーム ガーデンの家 

ホーム長 

管理者 

柏 明宏 

小規模多機能センター緑井 

グループホーム ガーデンの家 

管理者 三宅 喜秀 

緑井ガーデンハウス 地域連携委員 迫田 清文 

小規模多機能センター緑井 地域連携委員 竹村 和哉 

ガーデンの家 なんてんユニット 地域連携委員 谷本 晃彦 

ガーデンの家 ひいらぎユニット 地域連携委員 原田 真由子 

利用状況 利用者総数 18人 （H2８年４月１日現在） 

要支援１： － 要支援２：1人 要介護１：5人 要介護２：4人 

要介護３：8人 要介護４：2人 要介護５：0人    ― 

交流・行事等の実施状況 

①利用者の家族との交流内容 

②地域との交流内容 

③その他の事業  など 

（直近約 2か月又は前回報告以降） 

①今年度より、各ユニットより職員も地域連携委員として出席することを報

告する。 

②現在の利用状況について説明。引き続き満床であるが、平成 27年度は入
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院者が 3名いたことを報告。今年度も、体調の変化や転倒に気をつけていく。

退所希望者が 1名いることを報告。家族様の希望により療養型の病院へ転院

を希望されている。 

③前回より2ヶ月間の生活の様子を、写真を交え、パワーポイントを使用し 

で説明を行う。 

④第三者評価の報告。3/22にシルバーサービス振興会から外部評価員がこ

られ第三者評価を行った。配布資料にて説明。課題は、家族会や運営懇談会

を開き家族様の意見をもっと反映できるように取り組んでいくことと説明

する。 

⑤年間スケジュールの確認。 

 運営推進会議・・・偶数月の第1土曜日を予定。 

          6/4、8/5、10月調整中、12/3、2/4 

 消防訓練・・・6/15、12/15予定 

        6 月は、夜間想定。近隣の方に協力を依頼する。 

 運営懇談会・・・5/22、11/20予定 

 家族会・・・四半期に1度開催予定(3ヶ月に1度) 

6 月、9月、12月、3月 

       家族様参加型の行事開催や、意見交換、勉強会、家族様主体

のサロンの検討。家族様同士、地域、スタッフとの交流を図

る。 

 地域交流行事・・・2ヶ月に 1度開催予定 

5月 初夏のふれあい会 

          7 月 開所 1周年記念 

          9 月 敬老イベント 

          10 月 秋のふれあい会 

          12 月 餅つき 

          2 月 ロング恵方巻き 

 施設からの協力依頼だけでなく、施設からも地域に協力し合える相互に協

力できる関係作りに力を入れていきます。 

 

苦情の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

 

事故の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

市への報告事故は、夜間の転倒骨折が 1件ありました 

その他の報告事項  
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評価、要望・助言等 ○薬の管理について、事業所ではどういう風に行っているか？ 

 →職員が家族様や病院より預かって管理している。主治医が皆さん違うこ

とと、複数の病院を受診されている人がいるため管理するのが難しくセ

ットミス等が起きている。リスク委員を中心に管理方法について再度検

討しています。 

 

○消防訓練とは別に、地域の防災訓練が 11/13予定している。 

 11/12は佐東公民館祭りもあるので、参考までに伝えておきます。 

 →協力できることがあれば、ぜひお声掛けください。 

 

○地域交流行事について家族様より 

 前回のふれあい会は、スタッフが忙しすぎて利用者が置き去りになってい

た。手伝い等、小さいことでもいいので声を掛けて欲しい。家族としても

できることがあれば手伝いたい。 

 →ご指摘の通りです。前回の反省も踏まえ今回は、学生のボランティアさ

んもお願いしています。家族様へのご協力の依頼等も家族会を活用し今後

お願いしていくつもりでいます。 

 

○地域包括より 

 緑井・川内・八木・梅林には、地域密着型施設が8事業所あるが、それぞ

れの関わりがなかったため、横のつながりを強め地域にどう貢献していく

か考えていきたい。今年度も地域包括で何をしたいか後方支援していく。 

 →お互いに協力し合っていきましょう。 

 

○開催後のアンケートより 

 ①家族会が設立されて、少しでも動きがでるといいですね。 

 ②2年目に向かって、地力がついてきているように感じた。地域との関係

により一層尽力されることを望みます。 

 ③利用者様・家族様も参加されており、意見も多く聞くことができている

と思います。伝えるべきことをしっかり伝えることができていると感じま

した。参加者が話しやすいように今後も続けて欲しいと思いました。 

 ④運営状況がよく理解できました。良いことも改善することもオープンに

なり、より良い施設となることが期待できます。利用されている方(家族)

のためにできることを一緒に考えていきたいと思います。 

※欄が不足する場合など必要に応じ別紙等を添付してください。 
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平成 2８年 4 月 5 日 

広島市長 様 

 
                   法 人 名  (有)サカコーポレーション    

                   代表者名      坂 聡一郎       

以下のとおり報告します。 

運営推進会議の開催状況について（報告） 

事業所名 小規模多機能センター緑井 

所在地  広島市安佐南区緑井七丁目 5-11 

担当者名・連絡先  三宅 喜秀 TEL 082-962-6541 

従業者 従業者総数 11人（内訳：常勤 8人、非常勤3人）（H2８年4 月１日現在） 

 うち夜勤の従業者1人 1日当たり事業所全体の勤務従業者数 6人 

運営推進会議の開催日  H2８年 4月2日 （平成 28年度 第 1回） 

運営推進会議の出席者 所属（団体等）名 職名 氏名 

 利用者 ガーデンの家 なんてんユニット ― 本田 ミツ子 

小規模多機能センター緑井 ― 杉田 幸子 

利用者の家族 小規模多機能センター緑井・ガーデンの家 ― 村尾 奈穂美 

地域住民の代表者 梅林学区社会福祉協議会 会長 菅原 辰幸 

佐東北民生委員 会長 富永 厚生 

― ―  

― ―  

地域包括支援センターの職員 城山北・城南 
地域包括 

支援センター ― 月森 慎吾 

知見を有する者等 ― ―  

事業所 緑井ガーデンハウス 

グループホーム ガーデンの家 

ホーム長 

管理者 

柏 明宏 

小規模多機能センター緑井 

グループホーム ガーデンの家 

管理者 三宅 喜秀 

緑井ガーデンハウス 地域連携委員 迫田 清文 

小規模多機能センター緑井 地域連携委員 竹村 和哉 

ガーデンの家 なんてんユニット 地域連携委員 谷本 晃彦 

ガーデンの家 ひいらぎユニット 地域連携委員 原田 真由子 

利用状況 利用者総数 19人 （H2８年1 月3１日現在） 

要支援１：3人 要支援２：２人 要介護１：8人 要介護２：1人 

要介護３：２人 要介護４：2人 要介護５：1人    ― 

交流・行事等の実施状況 

①利用者の家族との交流内容 

②地域との交流内容 

③その他の事業  など 

（直近約 2か月又は前回報告以降） 

①今年度より、各ユニットより職員も地域連携委員として出席することを報

告する。 

②現在の利用状況について説明。平成 27年度は、登録者の合計が 24名だ
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ったが、解約者が 5名おり、個々の解約理由について説明。 

③前回より 2ヶ月間の生活の様子を、写真を交え、パワーポイントを使用し 

で説明を行う。 

④前回の 2/6の運営推進会議で行った外部評価の取りまとめを報告する。 

 取りまとめた結果は、広島市へも報告していることを伝える。主な改善点

は、家族会や運営懇談会で家族の意見を取り入れていくことと説明する。 

⑤年間スケジュールの確認。 

 運営推進会議・・・偶数月の第 1土曜日を予定。 

          6/4、8/5、10月調整中、12/3、2/4 

 消防訓練・・・6/15、12/15予定 

        6 月は、夜間想定。近隣の方に協力を依頼する。 

 運営懇談会・・・5/22、11/20予定 

 家族会・・・四半期に1度開催予定(3ヶ月に1度) 

6 月、9月、12月、3月 

       家族様参加型の行事開催や、意見交換、勉強会、家族様主体

のサロンの検討。家族様同士、地域、スタッフとの交流を図

る。 

 地域交流行事・・・2ヶ月に 1度開催予定 

5月 初夏のふれあい会 

          7 月 開所 1周年記念 

          9 月 敬老イベント 

          10 月 秋のふれあい会 

          12 月 餅つき 

          2 月 ロング恵方巻き 

 施設からの協力依頼だけでなく、施設からも地域に協力し合える相互に協

力できる関係作りに力を入れていきます。 

 

苦情の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

 

事故の状況 （直近約 2か月又は前回報告以降） 

 

その他の報告事項  
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評価、要望・助言等 ○薬の管理について、事業所ではどういう風に行っているか？ 

 →職員が家族様や病院より預かって管理している。主治医が皆さん違うこ

とと、複数の病院を受診されている人がいるため管理するのが難しくセ

ットミス等が起きている。リスク委員を中心に管理方法について再度検

討しています。 

 

○消防訓練とは別に、地域の防災訓練が 11/13予定している。 

 11/12は佐東公民館祭りもあるので、参考までに伝えておきます。 

 →協力できることがあれば、ぜひお声掛けください。 

 

○地域交流行事について家族様より 

 前回のふれあい会は、スタッフが忙しすぎて利用者が置き去りになってい

た。手伝い等、小さいことでもいいので声を掛けて欲しい。家族としても

できることがあれば手伝いたい。 

 →ご指摘の通りです。前回の反省も踏まえ今回は、学生のボランティアさ

んもお願いしています。家族様へのご協力の依頼等も家族会を活用し今後

お願いしていくつもりでいます。 

 

○地域包括より 

 緑井・川内・八木・梅林には、地域密着型施設が8事業所あるが、それぞ

れの関わりがなかったため、横のつながりを強め地域にどう貢献していく

か考えていきたい。今年度も地域包括で何をしたいか後方支援していく。 

 →お互いに協力し合っていきましょう。 

 

○開催後のアンケートより 

 ①家族会が設立されて、少しでも動きがでるといいですね。 

 ②2年目に向かって、地力がついてきているように感じた。地域との関係

により一層尽力されることを望みます。 

 ③利用者様・家族様も参加されており、意見も多く聞くことができている

と思います。伝えるべきことをしっかり伝えることができていると感じま

した。参加者が話しやすいように今後も続けて欲しいと思いました。 

 ④運営状況がよく理解できました。良いことも改善することもオープンに

なり、より良い施設となることが期待できます。利用されている方(家族)

のためにできることを一緒に考えていきたいと思います。 

※欄が不足する場合など必要に応じ別紙等を添付してください。 

 


